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氏 名 森脇 佑也 
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、フローマイクロリアクターを用いた不安定有機リチウム種並びに不安定パ
ラジウム触媒を鍵とするクロスカップリング反応について述べたものである。以下にそ
の概要を示す。 
 
1. フローマイクロリアクターを用いたアリールハライドのリチオ化と、それにより生成
するアリールリチウム種と別のアリールハライドとの村橋カップリング反応の空間的集
積化を達成した。そのために適切な触媒を明らかにし、アリールリチウムの高い反応性
に由来する副反応よりも速く目的のカップリング反応を進行させることに成功した。 
 
２．アリールリチウムをとビニルハライドの村橋カップリング反応は、アリールハライ
ドに最適であった触媒は活性が低かったが、別の触媒系を見出すことによりこれを達成
した。 
 
３． フラッシュケミストリーの概念に基づき、高い活性を有する触媒前駆体となるパラ
ジウムにホスフィン配位子が 1:1 で配位した短寿命錯体をフロー系で調製し、これを触
媒前駆体として用いることにより鈴木–宮浦カップリング反応が高速で進行することも
明らかにした。また、高速にカップリング反応が進行するため、通常の鈴木–宮浦カップ
リング反応条件下で不安定なボロン酸を分解することなく反応に利用できることを見出
した。 
 
４． フロー・マイクロリアクターを用い温度、滞留時間を精密に制御することにより、
種々の求電子性官能基を有するアリールハライドのリチオ化とホウ素化によりボロン酸
エステルを合成する手法を開発した。さらに、リチオ化とホウ素化、鈴木–宮浦カップリ
ング反応の空間的集積化を行い、この方法が官能基を有するビアリールの合成に効果的
であることを明らかにした。この際、アリールリチウムのホウ素化により発生するボレ
ート錯体がカップリング反応に活性を示すため塩基の添加が不要であることも見出し
た。 
 
５． フロー・マイクロリアクターを利用することにより極低温条件を用いることなく、
立体化学的に不安定なベンジルリチウム種を発生させ、異性化させずに求電子剤との反
応に用いる手法を開発した。さらに、ベンゼン環上の置換基が立体的安定性に与える影
響を明らかにした。また、本手法を光学活性ボロン酸エステルの合成に応用した。 
 
以上、本論文は、フロー・マイクロリアクターを用いたクロスカップリング反
応の新しい可能性を開くもので、新規で有用な知見を多く含んでおり、学術上、
実際上、寄与するところが少なくない。よって、本論文は、博士（工学）の学
位論文としての価値のあるものと認めた。また、平成２７年３月２０日、論文
内容とそれに関連する事項について試問を行った結果、合格と認めた。  
 
 
 
